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10月13日（日）・14日（月）中野祭（準備日・片付日含む）

11月2日（土）学生連絡評議会

11月開催予定Sports Festival

2024年度 主な行事日程

※日程に変更が生じた場合は随時コウゲイ.netにてお知らせします。
※授業日程については履修要項で確認してください。

工学部主要行事

4月2日（火）入学式

4月3日（水）～6日（土）新入生歓迎クラブ・サークル紹介

3月予定学位授与式

学友会総会 5月31日（金）

ガイダンス期間 4月3日（水）～6日（土）

学生定期健康診断 4月3日（水）・4日（木）

新入生オリエンテーション 4月5日（金）・6日（土）

9月予定前期学位授与式

1月17日（金）・18日（土）大学入学共通テスト準備日・試験日（休校）

東京工芸大学
厚木キャンパス
〒243-0297 神奈川県厚木市飯山南五丁目45番1号
☎046-242-4111

中野キャンパス
〒164-8678　東京都中野区本町2-9-5
☎03-3372-1321

編集・発行　東京工芸大学学生委員会

10月4日（金）～6日（日）工芸祭（準備日・片付日含む）

12月24日（火）創立記念日振替休日（休校）
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組織と沿革 　校章は「ひまわり （向日葵）」を象徴しています。「ひまわり」は、写真が光とは深いかかわりがあり常に光を求めて前進

する意味と「正義・愛・勇気」の土壌の上に開花し、輝ける太陽に向かい雄々しく華麗に咲く姿を表しています。

 その美しく、高尚な「ひまわり」の中心に本学が位置しています。

校章
第1章 東京工芸大学について

建学の精神　「時勢ノ必要ニ應ズベキ寫眞術ノ實技家及研究家ヲ養成シ併セテ一般社會ニ於ケル寫眞術ノ向上發達ヲ圖ル」

理　　　念　東京工芸大学は ・テクノロジーとアートの融合を推進し、新たな価値を創造します。
   ・常に学生の知識・教養・人格の向上に努めます。
   ・人々のために、社会の発展のために貢献します。

教 育 目 標　本学は、「東京工芸大学の理念」に基づき、以下に揚げる人材を育成するために、学生ひとりひとりの個性を尊重し、可能性を最大限に
　　　　　　伸ばす教育をします。
 　　・テクノロジーとアートの力で、社会の発展のために貢献できる人
 　　・自分の専門分野以外の事柄についても好奇心を持って学び、社会や産業界の変革にも柔軟に対応することができる人
 　　・人々の多様性を理解し、高いコミュニケーション能力とリーダーシップを持つ人
 　　・生涯にわたって学び続け、知識・教養を高めるとともに、人々のために貢献する意志を持つ人
 　　・本学で学んだこと、身につけたことを自身の言葉で明確に語ることができる人

建学の精神　理念　教育目標

 本学の創立は、1923年（大正12年）で、100年以上の歴史と伝統を有する大学です。「日本の写真技術の振興に寄与する人材を世に送り出し、国
家の発展に貢献するためには写真教育を行う専門の学校が必要である。」という理想を提唱していた、のちの小西本店（現・コニカミノルタ株式会
社）の創始者である六代杉浦六右衞門翁が他界した後、その理念と遺志を後継した七代杉浦六右衞門翁が「（前略）故先代六右衞門、つとにこれを憂
ひ、私財を投じて写真学校を設立し、以って本邦写真界の為に尽さんことを決意し、その企図に努めしも、生前その意を果たすに至らざりき。不肖
先考の遺志を承継して、ここに本校を設立することとなれり（後略）」との設立趣旨のもと、東京府豊多摩郡代々幡町幡ヶ谷（現東京都渋谷区本町）
の地に、「小西写真専門学校」を創設し、高等の専門的写真教育を開始したのがその前身です。
 その後本学は、時代の要請に応えるべく校名の変更や学科等の増設を経て、工学部・芸術学部及び大学院を擁する教育研究機関として発展し、現
在に至っています。

組織図

シンボルマーク

このシンボルは、東京工芸大学の特徴である「工芸」を視覚と音（オン）に訴求するシ
ンボルとして強調することで独自性、創造性の高さを表現しています。
重なるOは円に見立て工学部と芸術学部の象徴と、大学の理念を表しています。 
KGEIのアルファベットはしっかりとした骨格をもち、恒久的な信頼感を感じるとと
もに、堂々とした存在を示します。

工芸グリーン………2つの学部が重なった東京工芸大学を表しています。
  新鮮で理想的、そして自然体の印象です。
工芸ブルー…………工学部を象徴します。理知的でスピーディーな印象です。
工芸イエロー………芸術学部を象徴します。元気が良く、創造的で健康な印象です。
※シンボルマークのカラーは裏表紙をご参照ください

大学院

芸術学部
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芸術学研究科

工学研究科

メディアアート専攻（博士前期・博士後期課程）

沿革

小西写真専門学校創立（現東京都渋谷区）1923年4月（大正12年） 

校名を東京写真工業専門学校と改称   1944年4月（昭和19年） 

校名を東京写真専門学校と改称1926年3月（大正15年） 

新学制により東京写真短期大学（写真技術科・写真工業科）として発足（東京都中野区）1950年4月（昭和25年） 

東京写真短期大学を東京写真大学短期大学部に改称
東京写真大学工学部（写真工学科・印刷工学科）を開設（神奈川県厚木市）1966年4月（昭和41年） 

大学名を東京工芸大学に改称  東京写真大学短期大学部を東京工芸大学短期大学部に改称1977年4月（昭和52年） 

芸術学部（写真学科・映像学科・デザイン学科）を開設（神奈川県厚木市、東京都中野区）
大学院工学研究科博士課程（工業化学専攻・電子工学専攻）を開設（神奈川県厚木市）

1994年4月（平成  6年） 

大学院芸術学研究科修士課程（メディアアート専攻）を開設（東京都中野区）1998年4月（平成10年） 

大学院芸術学研究科博士課程（メディアアート専攻）を開設（東京都中野区）2000年4月（平成12年） 

工学部を5学科に再編（メディア画像、生命環境化学科、建築学科、コンピュータ応用学科、電子機械学科）2004年（平成16年） 

大学院工学研究科4専攻を再編し、工学専攻を設置
創立100周年を迎えた

2023年（令和5年） 

工学部を3学系4コースに再編
（工学科 工学系 機械コース、電気電子コース 情報学系 情報コース、建築学系 建築コース）

2024年（令和6年） 

大学院工学研究科修士課程（画像工学専攻・工業化学専攻）を開設（神奈川県厚木市）1978年4月（昭和53年） 

建 　 　 築 　 　 学 　 　 科

工　　　　　学　　　　　科

生 命 環 境 化 学 科

工学部5学科を1学科5コースに再編
（工学科 総合工学系 機械コース、電気電子コース、情報コース、化学・材料コース、建築学系 建築コース）
芸術学部生の就学地を中野キャンパスへ一元化

2019年（平成31年） 

工学専攻（博士前期・博士後期課程）

工業化学専攻（博士前期・博士後期課程）

電子情報工学専攻（博士前期・博士後期課程）

建築学・風工学専攻（博士前期・博士後期課程）

メディア工学専攻（博士前期・博士後期課程）

100周年ロゴについて

2023年に創立100周年を迎えるにあたり作られた、東京工芸大学100周年 シンボルロゴです。
日本初の写真の高等教育機関として1923年に開校し、写真が「工学的技術」を用いて「美的価値」を
創りだすことから工学と芸術が相互に深く関係するものとして捉えています。
青い○は工学部、黄色い○は芸術学部を象徴し、今後も相互に新しい挑戦を続けることへの期待を
表しています。
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もに、堂々とした存在を示します。

工芸グリーン………2つの学部が重なった東京工芸大学を表しています。
  新鮮で理想的、そして自然体の印象です。
工芸ブルー…………工学部を象徴します。理知的でスピーディーな印象です。
工芸イエロー………芸術学部を象徴します。元気が良く、創造的で健康な印象です。
※シンボルマークのカラーは裏表紙をご参照ください

大学院

芸術学部

東 

京 

工 

芸 

大 

学

工　学　部

電 子 機 械 学 科

インタラクティブメディア学科

写　　　真　　　学　　　科

映　　　像　　　学　　　科

デ 　 ザ 　 イ 　 ン 　 学 　 科

ア ニ メ ー シ ョ ン 学 科

ゲ　　ー　　ム　　学　　科

マ　　ン　　ガ　　学　　科

学
校
法
人 

東
京
工
芸
大
学

芸術学研究科

工学研究科

メディアアート専攻（博士前期・博士後期課程）

沿革

小西写真専門学校創立（現東京都渋谷区）1923年4月（大正12年） 

校名を東京写真工業専門学校と改称   1944年4月（昭和19年） 

校名を東京写真専門学校と改称1926年3月（大正15年） 

新学制により東京写真短期大学（写真技術科・写真工業科）として発足（東京都中野区）1950年4月（昭和25年） 

東京写真短期大学を東京写真大学短期大学部に改称
東京写真大学工学部（写真工学科・印刷工学科）を開設（神奈川県厚木市）1966年4月（昭和41年） 

大学名を東京工芸大学に改称  東京写真大学短期大学部を東京工芸大学短期大学部に改称1977年4月（昭和52年） 

芸術学部（写真学科・映像学科・デザイン学科）を開設（神奈川県厚木市、東京都中野区）
大学院工学研究科博士課程（工業化学専攻・電子工学専攻）を開設（神奈川県厚木市）

1994年4月（平成  6年） 

大学院芸術学研究科修士課程（メディアアート専攻）を開設（東京都中野区）1998年4月（平成10年） 

大学院芸術学研究科博士課程（メディアアート専攻）を開設（東京都中野区）2000年4月（平成12年） 

工学部を5学科に再編（メディア画像、生命環境化学科、建築学科、コンピュータ応用学科、電子機械学科）2004年（平成16年） 

大学院工学研究科4専攻を再編し、工学専攻を設置
創立100周年を迎えた

2023年（令和5年） 

工学部を3学系4コースに再編
（工学科 工学系 機械コース、電気電子コース 情報学系 情報コース、建築学系 建築コース）

2024年（令和6年） 

大学院工学研究科修士課程（画像工学専攻・工業化学専攻）を開設（神奈川県厚木市）1978年4月（昭和53年） 

建 　 　 築 　 　 学 　 　 科

工　　　　　学　　　　　科

生 命 環 境 化 学 科

工学部5学科を1学科5コースに再編
（工学科 総合工学系 機械コース、電気電子コース、情報コース、化学・材料コース、建築学系 建築コース）
芸術学部生の就学地を中野キャンパスへ一元化

2019年（平成31年） 

工学専攻（博士前期・博士後期課程）

工業化学専攻（博士前期・博士後期課程）

電子情報工学専攻（博士前期・博士後期課程）

建築学・風工学専攻（博士前期・博士後期課程）

メディア工学専攻（博士前期・博士後期課程）

100周年ロゴについて

2023年に創立100周年を迎えるにあたり作られた、東京工芸大学100周年 シンボルロゴです。
日本初の写真の高等教育機関として1923年に開校し、写真が「工学的技術」を用いて「美的価値」を
創りだすことから工学と芸術が相互に深く関係するものとして捉えています。
青い○は工学部、黄色い○は芸術学部を象徴し、今後も相互に新しい挑戦を続けることへの期待を
表しています。
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教員編（教育関係）

　東京工芸大学の構成員である私たち教員及び事務職員は、本学
が掲げる「東京工芸大学の理念」と「目的及び使命」に基づく、より良
い大学の実現を目指すため、次のとおりステートメント（宣言）を作
成することにしました。
　この過程において、私たちは、「東京工芸大学における全ての活動
は学生第一主義（本学の活動の大原則）に則り遂行されるべきであ
る」とする考え方に合意しました。
　学生第一主義とは教育の質を保証することであり、学生が東京工
芸大学で学んだことを明確に語れるようになって巣立っていくこと
を目指します。
　私たちの活動は多岐にわたるため幅広い倫理をふまえた行動が
必要ですが、ここに掲げるものは、学生第一主義の観点から最も重
要と考えられるものをまとめた教職員ステートメントです。

（１）学生第一主義
私たちは、常に、学生第一主義を念頭におき、教員個人及び組織全
体の教育活動の改善に全力を尽くします。

（２）実践的能力を備える「人」の育成
私たちは、学問の基礎を尊重し、常に最先端の情報を取り入れなが
ら、これを学生に提供することにより、社会の発展のために貢献で
きる実践的能力を備える「人」の育成に努めます。

（３）創造的能力を備える「人」の育成
私たちは、創造的能力を備える「人」の育成に努めます。
私たちは、学生の主体的学習を促す教育を推進するとともに、その更
なる発展を積極的に支援します。

（４）人間性・感性豊かな「人」の育成
私たちは、学生の人権、人格及び個性を尊重し、人間性・感性豊かな
「人」の育成に努めます。
私たちは、技術者・研究者・制作者・クリエイター等としての資質が人
格及び個性の上に形成されるものであることを認識し、学生の支援
に努めます。

（５）成長の支援
私たちは、学問や技術の伝達を通して、学生の人間的成長を支援し
ます。
私たちは、教室内はもとより教室外における教員と学生の交流が学
生の成長に大きく寄与することを理解し、これを積極的に行うよう
努めます。
私たちは、学内に広く自由な学びを促す学習環境・生活環境・課外活
動環境等、学生の成長を支える良好な場が提供されるよう努めます。
私たちは、教室外さらには社会においても、学生の模範となる行動
に努めます。

（６）倫理教育
私たちは、学生が一般的な倫理を身につけられるよう、支援に努め
ます。
私たちは、技術・研究・制作・表現等に関わる専門的な倫理が教育構
成の中に含まれるよう整備し、確実に実施します。

（７）継続的成長へつなげる教育
私たちは、就職が個人の持続的成長と社会への貢献の礎となるもの
であるとの考えに基づき、キャリア教育に努めます。

（８）公平・公正
私たちは、授業等にあたり、学生に公平に接します。
私たちは、成績評価・単位認定等を公正に行います。

（９）学生の意見に基づく点検と改善
私たちは、教育等に対する学生の意見を自ら求め、得られた意見に
基づく点検と改善を行います。

（10）組織的改善活動
私たちは、自らが関わった教育活動において得られた知見等を他教
員等と共有し、組織全体としての教育の質の向上に努めます。

東京工芸大学 学生第一主義ステートメント（宣言）

教員編（研究関係）

（１）学生第一主義
私たちは、研究・制作等が学生との共同であるか否かに関わらず学
生第一主義に資するものであるよう努力します。

（２）学生の人権、人格及び個性、権利等の尊重
私たちは、学生との共同研究・共同制作等にあたっては、学生の人権、
人格及び個性を尊重し、これを遂行します。
私たちは、研究・制作等の過程で発生する学生の権利等を守ります。

（３）研究・制作等に付随する倫理教育
私たちは、学生と共同研究・共同制作等を行う場合、学生を指導する
立場として、研究・制作等に必要な倫理等について学生に教育する義
務を負います。記録の残し方、薬品の管理、他研究者の尊重、動植物
や環境への配慮、知的財産権の問題等がこれに含まれます。

（４）研究・制作等の現場における「人」の育成
私たちは、研究・制作等においては、その現場が実践的「人」と創造的
「人」の育成の機会となるよう、推進方法を工夫します。
私たちは、研究者・制作者等としての自らの姿勢が学生を啓発するも
のであると考え、これを学生に示すよう努めます。

（５）成果を通した社会への貢献
私たちは、研究・制作等の成果を公開し、その成果を社会へ還元する
よう努めます。

（６）研究・制作等の積極的推進
私たちは、研究・制作等が、教員の資質・能力を高める効果を持つも
のであると考え、その成果が学生に還元されるよう努めます。
私たちは、積極的に研究・制作等を行い、自らの資質・能力の向上に
努めます。

（７）研究・制作等の倫理と不正防止
私たちは、倫理を守り不正防止に努めます。

事務職員編

（１）学生第一主義
私たちは、常に、学生第一主義を念頭に置きながら、最善の結果を目
指し、職務の遂行及びその改善に全力を尽くします。

（２）学生対応の姿勢
私たちは、学生の置かれた環境を理解し、気持ちにも思いを寄せ、学
生にとっての利便性や有効性を意識しながら、学生対応に努めます。

（３）丁寧かつ誠実なコミュニケーション
私たちは、自らの職務が学生の成長に寄与するものであることを認
識し、丁寧かつ誠実なコミュニケーションを活発に行うよう努めま
す。

（４）公平・公正な対応と人権、人格及び個性の尊重
私たちは、学生対応にあたっては、公平・公正に努めます。また、学生
の人権、人格及び個性を尊重します。

（５）学生の意見に基づく点検と改善
私たちは、時代と共に変化する学生のニーズを積極的に把握し、学生
対応の質及び学生満足度の向上に努めます。

（６）誇りと愛校心
私たちは、学生が誇りと愛校心を持ち、これを将来にわたり持ち続け
られるよう、その支援に努めるとともに、自らもその模範となるよう
に努めます。
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教員編（教育関係）

　東京工芸大学の構成員である私たち教員及び事務職員は、本学
が掲げる「東京工芸大学の理念」と「目的及び使命」に基づく、より良
い大学の実現を目指すため、次のとおりステートメント（宣言）を作
成することにしました。
　この過程において、私たちは、「東京工芸大学における全ての活動
は学生第一主義（本学の活動の大原則）に則り遂行されるべきであ
る」とする考え方に合意しました。
　学生第一主義とは教育の質を保証することであり、学生が東京工
芸大学で学んだことを明確に語れるようになって巣立っていくこと
を目指します。
　私たちの活動は多岐にわたるため幅広い倫理をふまえた行動が
必要ですが、ここに掲げるものは、学生第一主義の観点から最も重
要と考えられるものをまとめた教職員ステートメントです。

（１）学生第一主義
私たちは、常に、学生第一主義を念頭におき、教員個人及び組織全
体の教育活動の改善に全力を尽くします。

（２）実践的能力を備える「人」の育成
私たちは、学問の基礎を尊重し、常に最先端の情報を取り入れなが
ら、これを学生に提供することにより、社会の発展のために貢献で
きる実践的能力を備える「人」の育成に努めます。

（３）創造的能力を備える「人」の育成
私たちは、創造的能力を備える「人」の育成に努めます。
私たちは、学生の主体的学習を促す教育を推進するとともに、その更
なる発展を積極的に支援します。

（４）人間性・感性豊かな「人」の育成
私たちは、学生の人権、人格及び個性を尊重し、人間性・感性豊かな
「人」の育成に努めます。
私たちは、技術者・研究者・制作者・クリエイター等としての資質が人
格及び個性の上に形成されるものであることを認識し、学生の支援
に努めます。

（５）成長の支援
私たちは、学問や技術の伝達を通して、学生の人間的成長を支援し
ます。
私たちは、教室内はもとより教室外における教員と学生の交流が学
生の成長に大きく寄与することを理解し、これを積極的に行うよう
努めます。
私たちは、学内に広く自由な学びを促す学習環境・生活環境・課外活
動環境等、学生の成長を支える良好な場が提供されるよう努めます。
私たちは、教室外さらには社会においても、学生の模範となる行動
に努めます。

（６）倫理教育
私たちは、学生が一般的な倫理を身につけられるよう、支援に努め
ます。
私たちは、技術・研究・制作・表現等に関わる専門的な倫理が教育構
成の中に含まれるよう整備し、確実に実施します。

（７）継続的成長へつなげる教育
私たちは、就職が個人の持続的成長と社会への貢献の礎となるもの
であるとの考えに基づき、キャリア教育に努めます。

（８）公平・公正
私たちは、授業等にあたり、学生に公平に接します。
私たちは、成績評価・単位認定等を公正に行います。

（９）学生の意見に基づく点検と改善
私たちは、教育等に対する学生の意見を自ら求め、得られた意見に
基づく点検と改善を行います。

（10）組織的改善活動
私たちは、自らが関わった教育活動において得られた知見等を他教
員等と共有し、組織全体としての教育の質の向上に努めます。

東京工芸大学 学生第一主義ステートメント（宣言）

教員編（研究関係）

（１）学生第一主義
私たちは、研究・制作等が学生との共同であるか否かに関わらず学
生第一主義に資するものであるよう努力します。

（２）学生の人権、人格及び個性、権利等の尊重
私たちは、学生との共同研究・共同制作等にあたっては、学生の人権、
人格及び個性を尊重し、これを遂行します。
私たちは、研究・制作等の過程で発生する学生の権利等を守ります。

（３）研究・制作等に付随する倫理教育
私たちは、学生と共同研究・共同制作等を行う場合、学生を指導する
立場として、研究・制作等に必要な倫理等について学生に教育する義
務を負います。記録の残し方、薬品の管理、他研究者の尊重、動植物
や環境への配慮、知的財産権の問題等がこれに含まれます。

（４）研究・制作等の現場における「人」の育成
私たちは、研究・制作等においては、その現場が実践的「人」と創造的
「人」の育成の機会となるよう、推進方法を工夫します。
私たちは、研究者・制作者等としての自らの姿勢が学生を啓発するも
のであると考え、これを学生に示すよう努めます。

（５）成果を通した社会への貢献
私たちは、研究・制作等の成果を公開し、その成果を社会へ還元する
よう努めます。

（６）研究・制作等の積極的推進
私たちは、研究・制作等が、教員の資質・能力を高める効果を持つも
のであると考え、その成果が学生に還元されるよう努めます。
私たちは、積極的に研究・制作等を行い、自らの資質・能力の向上に
努めます。

（７）研究・制作等の倫理と不正防止
私たちは、倫理を守り不正防止に努めます。

事務職員編

（１）学生第一主義
私たちは、常に、学生第一主義を念頭に置きながら、最善の結果を目
指し、職務の遂行及びその改善に全力を尽くします。

（２）学生対応の姿勢
私たちは、学生の置かれた環境を理解し、気持ちにも思いを寄せ、学
生にとっての利便性や有効性を意識しながら、学生対応に努めます。

（３）丁寧かつ誠実なコミュニケーション
私たちは、自らの職務が学生の成長に寄与するものであることを認
識し、丁寧かつ誠実なコミュニケーションを活発に行うよう努めま
す。

（４）公平・公正な対応と人権、人格及び個性の尊重
私たちは、学生対応にあたっては、公平・公正に努めます。また、学生
の人権、人格及び個性を尊重します。

（５）学生の意見に基づく点検と改善
私たちは、時代と共に変化する学生のニーズを積極的に把握し、学生
対応の質及び学生満足度の向上に努めます。

（６）誇りと愛校心
私たちは、学生が誇りと愛校心を持ち、これを将来にわたり持ち続け
られるよう、その支援に努めるとともに、自らもその模範となるよう
に努めます。


